
令和７年度 学校評価アンケート結果について 

〈教職員アンケート結果から〉 

設

問 
項目 

肯定的な回答 

本年度 前年度 

１ 児童・生徒が充実した学校生活を送れるよう努めている。 １００% 100% 

2 ﾕﾆｰﾊﾞｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝを意識し、一人ひとりが心地よく過ごせる学級・学年の雰囲気づくりに努めている。 ９７% ９8% 

３ 学校行事や教育活動の中で、異学年交流を工夫し、よりよい人間関係づくりに努めている。 ９３% 9７% 

４ 9年間を見通した生徒指導方針を確立し、一貫した指導を行うよう努めている。 ９２% ８８% 

５ 教育相談などを通して、児童・生徒の心のケアに努め、いじめや不登校などへの早期対応につながる指導を行っている。 ９８% 9７% 

６ 児童・生徒の悩みや相談に丁寧に対応している。 １００% 100% 

７ あいさつをするよう指導している。 １００% 9７% 

８ 児童会・生徒会の活性化に向けた取組を行っている。 ９５% 9４% 

９ ALTを活用した英語教育に取り組んでいる。 ９４% 9７% 

１０ 言語活動（RS）の充実に向けた学習を行っている。 ９７% 9６% 

１１ ICT機器を効果的に活用した学習を行っている。 ９４% 9７% 

12 デジタルドリルなどを活用した個別最適な学習を行っている。 ９３% 9３% 

１３ 学校ではプログラミングの授業を行っている。 ６７% 69% 

１４ ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰや ICT機器を効果的に活用し、自ら課題を見つけ解決する学習を進めることができている。 ８５% 9３% 

１５ 和プロジェクトの取組として、王寺町を知る・考える・関わる取組を行っている。 ９５% ７９% 

１６ 学校では探究的な学習を実施している。 ８８% ８７% 

１７ 児童・生徒に将来の夢や生き方、進路について考えさせようとしている。 ９４% 94% 

１８ 特別支援教育を充実させ、個に応じた指導を行っている。 ９８% 9７% 

１９ 人権教育の重要性を認識し、一人ひとりを大切にした教育を行っている。 １００% 9７% 

2０ 保護者や地域の方々、ボランティアの方々と連携しながら教育活動を進めている。 ９６% 95% 

２１ 家庭や地域と連携しながら、わかりやすく情報発信を行っている。 １００% 100% 

2２ 教員がお互いに授業見学を行い、指導力の向上を図っている。 ９１% 8５% 

2３ ４－３－２制の取組を推進している。 ８６% 65% 

２４ 総合学力調査の結果分析をもとに、９年間の系統的な教科指導を行っている。 ９４% ８７% 

２５ 日頃から業務に対して効果的に取り組み、教育活動の充実に努めている。 １００% ９７% 

 

〇肯定的な回答が 80％以上(2４項目/25項目中）  ▼肯定的な回答が 60％以下(0項目/25項目中） 
 
〔課題のある項目〕 
① 13学校ではプログラミングの授業を行っている。 
② 14メディアセンターや ICT機器を効果的に活用し、自ら課題を見つけ解決する学習を進めることができている。  
③ ２３４－３－２制の取組を推進している。 
 

〔課題〕 
  デジタル教科書やデジタル教材を中心とした ICT機器の活用は進んでいる。プログラミングの授業に関して
は、扱っている教科が限定されるため低い数値になっていると考えられる。 
  異学年交流の取組を実施していく上で、今後はさらに４－３－２制を意識し、それぞれの最高学年をリーダーとし
た取組を充実させていく。 
  また、メディアセンターの活用方法を検討し、問題解決能力を高める授業を展開する必要がある。 
 


